
１．事業の概要

～

8 款 3 項 1 目

187 河川等整備費

□ 市 ・ □ 国 ・ ■ 県 ・ □

■ □ □ □

■ □ □ □

２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人職員人件費 3,733 2,739 3,961 　人工 0.4

一般財源 13,939 8,036

その他

県支出金 7,400 6,000財
源
内
訳

国庫支出金 （工事請負費、委託料、役務費、旅費等）

地方債 10,200 4,500

31,539 18,536 普通建設事業費 18,536

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成２３年度事業費

事業費
36,077 26,457 0 （内訳）

事業の目的
（何のため）

河川改修を行うことにより、水害防止等、災害に強い河川として、自然及び生活環境の向上を図る。

内容（概要）
河川の流下能力を高め、水害防止機能を有する河川として整備を行う。
　事業延長 L=550ｍ（残事業 L=120ｍ）

これまでの改善・
見直しの状況

国道301号～JR横断橋梁までの延長550m区間において、改修事業を実施中　(H1～H22までの改修済区間　L=430
ｍ）

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令 河川法

実施主体 その他

予算区分
一般会計 土木費 河川費 河川費

細事業

中間目標
 （H27)

最終目標
（H32)

いると感じる市民の割合 30% 100%

整備係

総合計画

めざすまちの姿 安全で安心して暮らせるまち

目標 自然災害に備える（防災）

成果指標

防災意識の啓発や防災対策が十分になされて

事業期間 開始年度 平成元 終了予定年度 担当係

事業番号 96 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 （準）一の宮川改修事業 担当課 道路河川課



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

今後の方向性
・河川改修事業の推進に向けた事業予算計画（事業予算の確保）
・改修事業の継続か否かの判断（事業区間の再検討）

A　継続 現行の内容で実施 事業主体 市

判定理由 市民の安全性、利便性を図っていくうえで、補助事業を活用し継続的整備を進めていく必要がある。

改善点 親水護岸の整備により、水辺環境の保全が図られた。
効果額

H24-H23
（千円）

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

当年度改修区間の工事完成となったが、JRとの河川協議の遅れによる設計の繰越が生じた。

※必要性
事業を廃止・休

止したときの影響
河川の未整備区間が多く、河川断面の不足が生じており大雨等の出水時において、浸水する恐れがある。

判定

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

（準）一の宮川改修事業
　河川改修により水害防止等、災害に強い河川とし、生活及び自然環境の改善並びに水質浄化機能の向上を
図る。
　・工事　施工延長　　　L=30ｍ
　　　　　左岸
　　　　　　親水護岸工　A=121㎡
　　　　　　護岸工　　　A= 48㎡
　・委託　一の宮川詳細設計業務　L=224ｍ

課題・問題点
となった事項

・河川詳細設計におけるJR橋梁部分の河川協議が遅延しており成果が設計に反映できない。
・事業計画の見直し検討（ＪＲ橋梁上流の河川改修）

どう対処したか
・JR協議を進め改修工法の検討を図る。
・現在事業化をしているＪＲ橋梁下流側の改修成果等を考慮した上で検討。

60%JR橋梁の詳細設計未完

100%計画区間の工事完了

河川改修詳細設計

計画区間の河川改修詳細
設計

活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 達成率

河川改修工事
計画区間の河川改修工事


